
 この報告では、日本の地方公文書館における展示会をめぐ

る現状と課題を論じる。 

 日本の国立公文書館は1971年に設立された。しかし、最初

の地方公文書館の設立はそれより早い1954年で、現在は約60

館ある。それらの多くが、収蔵する記録や文書の展示会を、

設立直後から現在まで開催してきた。 

 1987年、公文書館法が成立した。この法律は、地方に公文

書館を設立する根拠を与える内容を含んでいた。1990年代、

公文書館の意義を多くの市民に知らせるため、館の機能や利

用方法をテーマとする常設の展示会が始まった。 

 2011年に施行された公文書管理法は、第23条で、展示その

他の方法により歴史的公文書等の利用を促進するよう定め

た。現在の展示会は、公文書館が取り組む重要な活動に位置

づけられている。近年では、複数の公文書館が共同で展示会

を開催している。 

 報告では、公文書館の展示会の実践例として、埼玉県立文

書館及び群馬県立文書館の活動を紹介する。これらの館が取

り組んだ展示会の成果と課題は、世界各地のアーキビストた

ちにも多くの示唆を与えるだろう。 

日本の地方公文書館における展示会の変遷と現在  

  日時：２０１４年１０月２９日（水） 

       １０：００～１１：００ 

講演者 ： 白井 哲哉 氏 
知的コミュニティ基盤研究センター 教授 

Exhibitions in Local Archives in Japan 

主催：知的コミュニティ基盤研究センター  

http://www.kc.tsukuba.ac.jp/index.html  
〒305-8550 茨城県つくば市春日1-2 

 

お問い合わせはこちら 
メール：kc-office@ml.cc.tsukba.ac.jp 

電話：029-859-1524（学内からは内線1524） 

※講演は日本語で行われます。学生、教員、一般、学内外

問わず、どなたでもご自由に参加下さい。 

参加費無料、参加申し込み不要。 

 
The seminar will be presented in English. 

No charge to participate and no reservation is needed. 

概  要 

第１１６回知的コミュニティ基盤研究センター研究談話会 

 場所：筑波大学 筑波キャンパス 春日エリア 

    情報ﾒﾃﾞｨｱﾕﾆｵﾝ３階 共同研究会議室１ 


